といっても かたわで 修繕工に さえ なれない。 これ は 恐 

しい ことで あると 従業員 は 訴えて いるので ある。 

私たち は、 自分の 性格と いう ものまで、 今日の 社会 

機構の 不自然な 分業と、 その 全 計画に 参加し 得ない 組 

織に よって 労力 だけ をし ぼられ ている うちに、 いっと 

なく 細分され、 一面 化されて いる。 現在の 家庭と いう 

もの も 女に とって この 例外で はない。 私たち は それに 

対して はたして どのような 憤り を 感じて いるであろう 

ゝ o 

力 

〔 一 九 三 五 年 二月〕 
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